ケベックのフェミニズムに関する社会教育学研究 -実践コミュニティの意識化と知の生成- by 矢内 琴江
ケベックのフェミニズムに











第 1 章 問題の所在と研究の目的                                                 3 
第 2 章 本研究のキー概念と研究の視点                                           7 
第 1 節 フェミニズム                          7 
第 2 節 意識化                                                         9 
第 3 節 コミュニティ                                                  14 
第 3 章 分析の対象と明らかにする事柄                                          18 
第 1 節 ケベックへの着目                                             18 
第 2 節 2 つの実践コミュニティを取り上げる理由と明らかにする事柄    19 
第 3 節 ラサントラル／ギャルリー・パワーハウスの概要                  20 
第 4 節 ケベック意識化グループの概要                                  21 
第 4 章 研究の方法と全体の構成                                                24 
第 1 節 研究の方法                                                    24 
第 2 節 全体の構成                                                    25 
 
第 1部 問題構成 
序                                                                            33 
第 5章 フェミニズムの実践コミュニティに関する学習研究との方法論の検討         34 
第 1 節 日本のフェミニズムに関する研究の視点とその限界                34 
第 2 節 社会教育研究における女性と学習の問題に関する取り組み          37 
第 3 節 女性問題学習の研究と成人学習論                                42 
第 4 節  社会教育研究における成人学習論の展開                        47 
第 5 節 学習記録と女性問題学習の学習過程研究                          48 
第 6 節 学習過程研究と実践コミュニティの複層構造                     53 
第 6 章 社会教育研究における文化の問題                                    56 
第 1 節 社会教育研究における文化観                                    56 
第 2 節 美術館の社会教育的な定義                                   58 
第 3 節 美術館の誕生の歴史                                           59 
第 4 節 棚橋における博物館・美術館の近代化の意味                      62 
第 5 節 美術館の公共性の獲得をめぐる運動と議論の展開                  64 
第 6 節 美術館におけるジェンダーの視点                                67 
第 7 節 ジェンダー美術史の学芸員における新たな美術館像               70 
第 7章 ケベックのフェミニズムの諸思潮に関する研究の検討                       74 
ii 
 
第 1 節 ケベック社会の形成                      74 
第 1 項 生き残った捨子―フランス系カナダ人の記憶とアイデンティティ                                       
                                                              74 
第 2 項 北米の中のユニークな存在、ケベックの誕生       74 
第 3 項 ケベックのインターカルチュラリズム                    76 
第 2 節 ケベックのフェミニズム                                     77 
第 1 項 フェミニズムの展開                                    77 
第 2 項 ラディカル・フェミニズム                              78 
第 3 項 フェミニズム・フェムレイテ                            78 
第 4 項 社会動向の変化と女性たちの新たな動き         80 
第 5 項 「第三波」フェミニズム                                81 
第 3 節 ケベックのフェミニズム研究の今日的意義と課題                  84 
小括                                                                  86 
 
第 2部 ラサントラル／ギャルリー・パワーハウスの事例 
―女性たちの創造性を支えるコミュニティの展開とその構造 
序                                                                       93 
第 8 章 アートにおける女性の抑圧の問題                                        95 
第 1 節 女性アーティストの出現を阻む制度                              95 
第 1 項 女性の大芸術家の不在とその構造                        95 
第 2 項 女性の創造性と性別役割分業                            97 
第 3 項 今日のアーティストにおける男女間の格差                98 
第 2 節 キャノンと性差―女性アーティスト不在の根本的問題             100 
第 1 項 キャノン                       101 
第 2 項 キャノンへの対抗が生み出すジレンマ                   102 
第 3 項 キャノン批判のための理論的モデル、キャノンの再定義    l  
                                                              103 
第 4 項 精神象徴としてのキャノンの読解                     106 
第 9 章 フェミニズムとアート                         109 
第 1 節 ケベック州におけるフェミニズムとアート           109 
第 1 項 アートの政治化における女性アーティスト       109 
第 2 項 フェミニズムとアートの出会い            110 
第 2 節 ケベック・フェミニズム研究におけるフェミニズム・アートの位置づけ
                                 114 
第 1 項 ケベック・フェミニズム研究におけるラサントラルの位置づけ
                            114 
iii 
 
第 2 項 ラサントラルの先行研究               115 
第 3 節 ラサントラルの概要とその記録                116 
第 1 項 ラサントラルの概要                 116 
第 2 項 記録の特徴                     117 
第 10 章 ラサントラルの生成と展開                      118 
第 1 節 設立のきっかけ                       118 
第 2 節 女性たちの出会い・学びあう場としての出発          119 
第 3 節 ギャラリーづくりとコミュニティの展開            120 
第 4 節 1970 年代末から 1980 年代の停滞期              123 
第 5 節 停滞期の評価                        125 
第 6 節 コミュニティの強化                     126 
第 7 節  コミュニティの歴史の再認識と新たな展開へ          130 
第 8 節  コミュニティの展開を構成した諸要件            133 
第 11 章 ラサントラルにおける創造性                  137 
第 1 節 フェミニズム・アートの作品発表の場づくり         137 
第 2 節 作品展を企画する際の基準                  137 
第 3 節 場としてのフェミニズム・アートの認識            139 
第 4 節 記録の位置づけ                       141 
第 12 章 ラサントラルの創造性を支える主体                143 
第 1 節 主体の捉え直し                      143 
第 2 節 他者との創造的な関係                   144 
第 3 節 フェミニズム・アートの実践コミュニティとしての意識化       145 
第 13 章 ラサントラルの創造性を支える記録の役割と機能                      148 
第 1 節 『フェミニズム・エレクトリック』の特徴と構成              148 
第 2 節  作品展批評                                      148 
第 3 節  記録に描かれたコミュニティ像                                 151 
第 4 節  記録のはたらき                                               153 
第 14 章 今日的状況におけるラサントラルの創造性を支える学習                  155 
第 1 節 モントリオール市の文化政策（2005-2015）                     155 
第 2 節 ラサントラルの新たな戦略                                     157 
第 3 節 学習の場として                                           158 
第 15 章 小括：創造的な学習のコミュニティとしてのラサントラル               161 
第 1 節 フェミニズム・アートのコミュニティの展開を支えた構造        161 





第 3部  ケベック意識化グループの事例 
―フェミニスト意識化実践が創るコミュニティの学習とその構造 
序                                                                           175 
第 16章 CQC誕生の社会的文脈―コミュニティ・オーガナイゼーションに着目して 
                                                                     177 
第 1 節 カトリック教会の実践とスピリチュアリティ                     178 
第 2 節 社会推進員の登場                                             178 
第 3 節 公的機関の専門職、CO の誕生                                 179 
第 4 節 CO の職員集団の形成                                         181 
第 17 章 新自由主義社会におけるコミュニティ・オーガナイゼーション            184 
第 1 節 企業的経営と CO                                             184 
第 2 節 CO 自身による実践の言語化                                   186 
第 3 節 CO に求められる力と課題                                     188 
第 18 章 CQC の概要と取り組み                        191 
第 1 節 CQC の概要                                                 191 
第 2 節 研修                                                        192 
第 3 節 実践記録                                                     196 
第 19章 意識化を軸とした民衆運動の組織者たちの省察的実践コミュニティの生成 
                                                                      202 
第 1 節 省察的実践コミュニティとしての CQC の認識                   202 
第 2 節 生活保護受給者の支援から生まれた意識化実践                 203 
第 1 項 運動の発端                                           203 
第 2 項 運動の展開、課題と戦略的アクション                   203 
第 3 項 支援者の意識化のプロセス                           204 
第 4 項 学習の場としての運動                                205 
第 3 節 学習のコーディネーターを育む実践の場                        205 
第 1 項 最初の問題意識                                       205 
第 2 項 学習観の転換                                         206 
第 3 項 学習の組織化の認識の転換                            207 
第 4 項 学習の場としての民衆新聞づくり                      208 
第 4 節 重なり合うコミュニティ・共通する問い                        209 
第 20 章 意識化実践とフェミニズム                                            211 
第 1 節 CQC における意識化の定義                                    211 
第 2 節 意識化実践が浮き彫りにした女性たちの抑圧経験                 214 
第 3 節  女性たちの意識化を支える学習実践                             215 
第 1 項 女性の意識化を支える学習ツール                        215 
v 
 
第 2 項  関係を再構築する環境づくり                           216 
第 4 節 女性たちの多様な現実と意識化実践                             217 
第 1 項  先住民の女性たちへの支援の実践                       218 
第 2 項  カトリック教会との協働による夫婦間暴力に関する講習会づくり 
                                   228 
第 5 節 支援者たちの意識化を支える学習とフェミニズム        234 
第 1 項 支援者自身に内在する性差別を克服する意識化実践   234 
第 2 項  CQC におけるフェミニズムという方向性       239 
第 3 項 意識化とフェミニズムの出会いがもたらす可能性   243 
第 21章 小括：女性たちの意識化を支える視点とその実践を支えるシステム     246 
第 1 節  意識化実践が育んだ省察的実践コミュニティ                   246 
第 2 節 意識化実践とフェミニズム                    247 
第 3 節  記録が描いた意識化実践を支える仕組み            251 
略記表                                   259 
 
結論                                    261 
 


















今日の日本社会に目を向けると、日本国憲法の第 14 条、第 24 条には男女の平等が明記
されており、また、少しずつではあるが、人々の多様な性的指向と性自認の自由を保障する
制度の整備も進められている1。ケベック州の場合は、1975年に制定された「人の権利と自


















性の学位取得率が 78.1%に対し、男性は 77.5%－が報告されている（Conseil de la statut de la 
femme, 2016, p. 30）。また、2011年には、20歳から 44歳の人々が取得した学士号のうち、



























































































































第 2章 本研究のキー概念と研究の視点 

































1998 ; Toupin, 1997 ; Bouchard, 1991 ; Descarries et Shirley, 1988）や思想史的研究（Dumont, 
2009 ; Dumont et Toupin, 2003）などを通して、フェミニズムの定義を繰り返し見直してきた
が、2000 年代に入ると、活動家であり研究者でもある若い世代のフェミニストたちによっ

















益に限定され得ない。（Dagenais, 1997, p. 260） 
 
 ダジュネの定義の特徴は、次の 3点である。第 1はフェミニズムの複数性（plurarlité）に














































第 2節 意識化 
 次に、本研究で実践を捉える際にキー概念として用いる「意識化（conscientização）」の概
念について説明する。まず、この語とほぼ同義語として、あるいは混同されて使用されるこ
との多い 2 つの語について簡単に説明したい。1 つは「コンシャスネス・レイジング





















































































































































































































































































































































第 3章 分析の対象と明らかにする事柄 















































ャラリー、「ラサントラル／ギャルリー・パワーハウス（La Centrale/ Galerie Powerhouse）」
（以下、ラサントラルと略す）20である。もう 1つは、生活保護受給者や低所得者をサポー














































































『定まらない－主体の問題（Instabili : la question du sujet）』（1990年） 
『トランス・ミッション－1996年のラサントラル ヴィジュアル・アートにおける
女性たちの遺産の継承（Trans・mission : La Centrale 1996. Transmission de l’héritage des 
femmes en arts visuels）』（1996年） 
『テクスチュラ－書くアーティスト（Textura : L’artiste écrivant）』（2000年）  
『レサントレル（Les Centrelles）』（2004年） 
『フェミニズム・エレクトリック（Féminismes électriques）』（2012年） 


























「ケベック・コミュニティ・オーガナイザー連合」（Regroupement des organisateurs 
communautaires du Québec、以下 ROCQ と略記する）が結成される。メンバーたちは、より
良い支援を実践するための力量を向上させることをめざして、独自の研修を行なっていた。
このグループは、「モントリオール都市部社会権擁護協会」（Association pour la défense des 









 CQC は一見フェミニズムと直接的なつながりがあるようには見えないが、CQC の結成に
深く関与したメンバーは、結成前からフェミニズムの視点をもった意識化実践を行ってお
り、CQC の活動においてフェミニストのメンバーが果たしてきた役割は大きい。そうした
CQC の実践の経緯をふまえて、今日では、意識化実践を展開していく上で考慮すべき 1 つ






















第 4章 研究の方法と全体の構成 
第 1節 研究の方法 






































第 2節 全体の構成 










































































































2 « Charte des droits et libertés de la personne », http://legisquebec.gouv.qc.ca/fr/showdoc/cs/C-12 





5 Conseil de la statut de la femme, « Communiqué – Portrait statistique femmes-hommes : les femmes 
sans diplôme ont des salaires beaucoup plus bas que les hommes dans la même situation », 
https://www.csf.gouv.qc.ca/article/2016/05/05/portrait-statistique-egalite-femmes-hommes-les-
femmes-sans-diplome-ont-des-salaires-beaucoup-plus-bas-que-les-hommes-dans-la-meme-situation/ 




                                                                                                                                                                  
（最終閲覧日：2017年 5月 11日） 
6 同上。 
7 第 4回ユネスコ国際成人教育会議宣言（1985年）。 
8 フランス語系の大学には、以下のようなフェミニズム・スタディーズ、あるいはフェミニ
ズム・リサーチの教育・研究機関がある。ラヴァル大学には、女性の地位に関するクレール・
ボンアンファン講座（Chaire d’étude Claire-Bonenfant sur la condition des femmes）、家庭内暴
力と女性に対する暴力に関する学際研究センター（Centre de recherche interdisciplinaire sur la 
violence familiale et la violence faite aux femmes）、ケベックにおける科学と工学の女性専攻者
のための産業連合講座（Chaire CRSNG/Industrielle Alliance pour les femmes en sciences et en 
génie au Québec）、フェミニズム学際研究グループ（Groupe de recherche multidisciplinaire 
féministe）がある。また、モントリオール大学には、モントリオール大学コンソーシアム、
女性たちの健康に関する高等研究所（Centre d’excellence pour la santé des femmes, Consortium 
Université de Montréal (CESAF)）、ケベック大学モントリオール校には、フェミニズム・スタ
ディーズ／フェミニズム・リサーチ研究所（Institut de recherches et d’études féministes (IREF-
UQAM)）がある。 




























ビジネスに利点がある」として 7 原則を紹介している。また、「さあ、WEPs への署名で、
グローバル経営品質への扉を開きましょう」という言葉で、WEPsに署名することを企業に
呼びかけている。 





                                                                                                                                                                  
/media/headquarters/attachments/sections/partnerships/businesses-and-foundations/women-s-
empowerment-principles_en-pdf.pdf?la=en&vs=1445 （最終閲覧日：2017年 9月 1日） 
フランス語版パンフレット：UN Women (2011), Principes d’autonomisation des femmes: Pour 
l’entreprise aussi; l’égalité est une bonne affaire. 
http://www.endvawnow.org/uploads/browser/files/Womens%20Empowerment%20Principles_fr.pdf












書房、1979年）のポルトガル語版は 1968年、英語版は 1970年、フランス語版は 1974年に
出版された。なお、日本語訳は三砂ちづるによる『新訳 被抑圧者の教育学』（2011年、亜
紀書房）が出版されているが、本稿では小沢らの翻訳を用いることとした。 
15  初出は次の通りである。Freire, Paulo (1970), “Cultural Action for Freedom”, Havard 
Educational Review, vol. 40, no. 2, pp. 205-225. 
16 市川孝也編（1992）『三省堂現代国語辞典 第二版』 









19 これについては、第 2部で詳述する。 
20 ラサントラルの正式名称については、原則としてフランス語の発音で表記する。 
21 Racine, Danièle (dir.) (1997), Voix singulières : Réflexion sur l’art actuel des femmes （『一つし
かない声たち―女性たちの今日的なアートに関する考察』） , les éditions du remue-ménage. 
Racine, Danièle (dir.) (1998), Multiplier : Points de vue sur l’art actuel des femmes（『多様化する―
女性たちの今日のアートに関する視点』）, les éditions du remue-ménage.  
22 Gauthier, Anne (dir.) (2001), Pink link ou la proposition rose,（『ピンク・リンク、あるいはピ












                                                                                                                                                                  
対してノーを言い、全ての偏見を一掃する（balayer）」力があるのだというメッセージが込
められている（ルミュ・メナージュ社 ホームページ http://www.editions-rm.ca/histoire/ 
最終閲覧日:2018年 1月 9日）。 












































第 5 章 フェミニズムの実践コミュニティに関する学習研究との方法論の検討 




































































































































































































































社会教育 第 45集 ジェンダーと教育』（2001年）である。「婦人問題学習」という用語は、
1980 年代後半以降「女性問題学習」という用語に置き換えられた。そして、1994 年以降、
日本社会教育学会では、徐々に「ジェンダー」という用語の使用が見られるようになってい





















































































































































































































































































































































ような実践研究の展開については、第 6 節で述べることとし、次の第 5 節では学習過程研
究を行う上で核となる学習記録について論じる。 
 















































































































































































































































柳沢が提示した 3 つのアプローチを、この図に関連づけてるとすれば、第 1 層が市民の学
























第 6 章 社会教育研究における文化の問題  
第 1 節 社会教育研究における文化観 

















































































































































































































































































































































































































































































開催期間 美術展タイトル 会場 学芸員または企画者 
1991年 6月 27日～8月 20日 「私という未知へ向かって 現代女
性セルフポートレート」 
東京都写真美術館 笠原美智子 
1996年 9月 5日～10月 27日 「ジェンダー―記憶の淵から」 東京都写真美術館 笠原美智子 
1996年 10月 9日～11月 10日 「Female Identity 女はどう表現さ
れてきたか」 
岡山県立美術館 福富幸 
1997年 2月 8日～3月 23日 「デ・ジェンダリズム 回帰する身
体」 
世田谷美術館 長谷川祐子 
1997年 4月 5日～6月 1日 「水戸アニュアル 97’ しなやかな
共生」 
水戸芸術館 逢坂恵理子 
1997年 7月 20日～9月 28日 「揺れる女／揺らぐイメージ フェ
ミニズムの誕生から現在まで」 
栃木県立美術館 小勝禮子 
2001年 10月 21日～12月 9日 「奔る女たち 女性画家の戦前・戦
後 1930-1950年代」 
栃木県立美術館 小勝禮子 


















2003年 10月 14日～11月 24日 「合田佐和子 影像―絵画・オブジ
ェ・差伸 1985-2003」展 
渋谷区松濤美術館 光田由里 
2003 年 10 月 25 日～2004 年 1
月 12日（水戸）、1月 27日～
3 月 28 日（広島）、4 月 17 日















2004年 10月 26日～12月 19日
（東京）、2005年 1月 6日～2
月 13日（京都）、2月 22日～




















































































































































































































第 7 章 ケベックのフェミニズムの諸思潮に関する研究の検討 
第 1 節 ケベック社会の形成 






































































































































第 2 節 ケベックのフェミニズム 






























































ーヌ・デルフィ（Christine Delphy）らに依拠した唯物論的フェミニズム féminisme matérialiste
が、男女の差異を社会的歴史的構築物と捉えているのに対し（Delphy, 1998, 1975）、文化的
領域に定位するフェミニズムは、本質主義的・生物学的なものと捉える傾向が指摘されてい
る（Toupin, 1997, pp.23-28）。後者は、ケベックでは、フランシーヌ・デキャリ（Francine 
Descarries）らによって、フェミニズム・フェムレイテ féminisme de la fémelléité と呼ばれて
おり24、この思潮の支持者としては、専業主婦や、結婚や家族について保守主義的な態度を

































女性たち自身を実際に社会的実践に促すものではないということである（Descarries, 1998, p. 
201）。 
 


















































第 5 項 「第三波」フェミニズム 
新たな理論的枠組み 
 女性たちの新たな動きと、アメリカですでに 1990 年代から理論化されていた「第三波」


























































に生まれたラディカル・フェミニストたちが言っているように（Blais, Fortin-Pellin, Lampron, 
et Pagé, 2007）、「第三波」フェミニズムにおいても、非日常的で「社会科学的な響きのある
語彙を通して、様々な現実や多様なアイデンティティは、肉として骨として展開し、形を変
























団的な将来の責任を負って、生きるということ」（Butler, 2004, p. 39）にほかならないからだ。
だから、抑圧的な関係性に対して異議申し立てをするという「私」の行為は、単に私自身に
おいて完結するのではなく、私をとりまく他者や、「その他者との、またその他者にとって









































































































































































Yves Saint-Arnaud (1999), Le changement assisté : Compétences pour intervenirs humaines, 
Montréal, gaëtan morin éditeur. 
―― (2008), Les petits groupes : Participation et animation, 3e édition, Montréal, gaëtan morin 
éditeur, 2008. 
――(2003), L’interaction professionnelle : Efficacité et coopération. Deuxième édition revue et 
augmentée, Montréal, les Presses de l’Université de Montréal. 
さらに、サン＝アルノーが所属するシェルブルク大学心理学部での実践を紹介、理論化し
たものとして次のものがある。 
Lucie Mandeville (2004), Apprendre autrement : Pourquoi et comment, Montréal, Presses de 
l’Université du Québec. 
6 社会教育基礎理論研究会『叢書生涯学習 Ⅲ 社会教育の現在』、『叢書生涯学習 Ⅳ 
社会教育の現在（２）』。「実践のコミュニティと省察的な機構―福井大学における教育実
践研究と組織改革の展開―」（柳沢、2004）、『成人の学習』、東洋館出版社。 
























































                                                                                                                                                                  
18 Bouchard, Gérard, Chares Taylor (2008), FONDER L’AVENIR : Le temps de la conciliation, 
Commission de la Consultation sur les Pratiques d’Accomodement reliées aux différences 























22 雑誌 Québécoises déboutte ! は、1972年 11月から 1974 年 3月にかけて、9回、女性セン
ターCentre des femmesによって発行されていた。 
23 論者によって異なるが、唯物論的フェミニズム 、特性フェミニズム féminisme de la 









24 デキャリによれば、fémelléité という語は、精神分析学者の Collette Chilandが、女性ら
しさ féminitéを、女性の身体的・生物学的特徴とむすびつけ、女性の現実と捉え、それを






























開発」の同盟は可能か？」（Féminisme « Développement durable », une alliance possible ?）と































































































第 8章 アートにおける女性の抑圧の問題 
第 1節 女性アーティストの出現を阻む制度 
第 1項 女性の大芸術家の不在とその構造 






































































































第 2項 女性の創造性と性別役割分業 
ケベックの社会学者のアンナ・リュピアン（Anna Lupien）は、『キッチンからスタジオへ』




は次の 3 つの世代にまたがっている。 
第 1 世代は、20 世紀初頭から 1964 年までの世代で、前衛芸術の運動に関わった女性アー
ティストたちである。第 2 世代は、1960 年代から 80 年代にかけての第二波フェミニズム運
動の影響を受けながら、男性中心主義的なアート界の中に、女性の視点をもたらしたパイオ




















験は、第 1 世代だけではなく、第 3 世代の女性アーティストにも共通している。 









第 3項 今日のアーティストにおける男女間の格差 
2013 年 5 月にケベック州統計研究所（Institut de la statistique du Québec）の「ケベック州
文化・コミュニケーション調査機関（Observatoire de la culture et des communications du Québec）」
から「ビジュアル・アート2におけるケベック州のアーティストに関する調査」3（2011 年 8










ル以下（2010 年の外国為替レートでは 1 カナダドルは約 81 円）のアーティストは、女性で
64.7%であるのに対して、男性では 46.2%、年収 3 万カナダドルから 59,999 ドルのアーティ
ストは、女性で 26.7%であるのに対して、男性では 35.9%、年収 6 万カナダドル以上のアー
ティストは、女性で 9.7%であるのに対して、男性では 17.8%だった（Routhier, 2013, p.3）。
年収のうち、自らの創作活動から得た収入（中央値）4については、男性の 5,200 ドルに対
し、女性は 2,400 カナダドルだった（Routhier, 2013, p.4）。さらに、2 万カナダドルを超える
創作活動収入に達する男性が全体の 24%いるのに対し、女性は 10%だった。 
このような収入格差は、アーティストの地位や年齢とも関連している。創作活動によって
生計を立てているか否か、あるいはアーティストとしてフルタイムで働いているか副業的




くが高等教育機関におけるビジュアル・アートの教職についており、年齢層は 45 歳から 64
歳である（Routhier, 2013, p. 10）。 
その一方で、ビジュアル・アート関係の学歴を有しているものの、パート労働的にアーテ
ィスト活動に従事し（全労働時間の約 3 分の 1 をアーティスト活動に割り当てている）、そ
れによる収入がほとんどない層は、女性がその 70%を占めている。このことは、女性の場合
ビジュアル・アートの教育歴があっても、それが職業につながらない状況を示している






























2007 年にはフランス語圏のジェンダー研究の学術誌 Cahier du Genre に仏訳されて掲載され









































第 1項 キャノン 






































過去の芸術を回顧しつつ行っている選別の過程を不可視にする（Pollock, 1999, p.4）。 
 以上のことから、文化的実践におけるキャノンは、宗教的なキャノンの構造を継承してい






























（Pollock, 1999, p.5） 
 
 こうした動向の中で、美術史におけるフェミニズムは、とりわけ 1990 年代以降、キャノ
ン批判において次の 2 つの構造を明らかにすることに貢献した。 
 第 1 は、男性中心主義的な美術史のディスクールが、創造性における男性の優越性を保持
するために、女性性というカテゴリーを否定しながらも、このカテゴリーに立脚していたと
いう構造を明らかにしたことである（Pollock, 1999, p.5）。 
 第 2 は、父から息子への継承と創造にまつわる排他的に男性的な家父長制的神話の再生
産とに基づいた男系的系譜の創出においてキャノンが果たしていた機能を明らかにしたこ
とである（Pollock, 1999, p.5）。 
 それでは、フェミニズムは、こうした男系的系譜に対抗して、「母（Mothrer）」の声による
母系的系譜の創出を目指すべきなのか。ポロックはこの問いに対して、英米文学者、スーザ
ン・ハーディー・エイキン（Susan Hardy Aiken, 1971-）が引用したヴァージニア・ウルフ『私
の部屋』の言葉を借りて、声を奪われた人々にとって必要なものは、「ポリローグ」だと主
張する。すなわち、どのようなものであれイデオロギーによって支配された「モノローグ」
ではなく、「数多の声の戯れ」こそが必要なのだと主張するのである（Pollock, 1999, p.6）。 
 
第 3項 キャノン批判のための理論的モデル、キャノンの再定義 
 以上をふまえて、ポロックがキャノンの「〔アカデミズムにおける他者の声の〕包摂にお
ける排他性と排除という形式における政治性」を批判するためにとる立ち位置は次の通り


























































































































読解は、次の 2 点を可能にしていると考えている。 
















































第 9章 フェミニズムとアート 













第 1項 アートの政治化における女性アーティスト 
















































のである（Lamoureux, 2009, pp.30-31）。 
 リュピアンが指摘しているように、この『全面拒否』の署名者である 7 名の女性たちは、
必ずしもフェミニズム的主張は持っていなかったが、ケベックにおけるアートの政治化と





まで画家、その後は照明技師として活動）である（Lupien, 2013, p.18）。 
   


































































覧会「アートとフェミニズム（Art et féminisme）」は大成功をおさめた。このイベントでは 40
名の女性アーティストの作品が展示され、その中には、著名なフェミニスト・アーティスト、
フランシーヌ・ラリヴェ（Francine Larivé）「婚礼の部屋（La chambre nuptiale）」、ジュディ・
シカゴ（Judy Chicago）「ディナー・パーティー（Dinner Party）」もあった。なお、ラリヴェ
は、ケベックを代表するフェミニスト・アーティストであるが、彼女の作品は 1976 年以来、
公的な場では展示されていなかった（Lamoureux, 2009, p.68）。 













































第 2節 ケベック・フェミニズム研究におけるフェミニズム・アートの位置づけ 







































第 2項 ラサントラルの先行研究 
 ラサントラルそのものに関する先行研究は、これまでに 2 つ確認できる。1 つはシェー
ナ・グールレイ（Sheena Gourlay）による博士論文『ケベックにおけるフェミニスト／アー
ト』（Gourlay, 2002）で、もう 1 つはキム・ロンドー（Kim Rondeau）による修士論文『フェ
ミニズム・アートとともに私たちはどこにいるのか―ラサントラル／ギャルリー・パワーハ




2002, p.293）、フェミニズム・アートにおける 3 つの作品展に即して、あるいは「時間
（moments）」を通して、「ケベックという固有の場におけるフェミニズム・アートの形成と
生成の読解」を試みた（Gourlay, 2002, p.41）。3 つの作品展とは、『アートファム』（1975 年）














る場」に焦点を当てて理論的に検討することである（Rondeau, 2013, p. 2）。特に、ロンドー
は、ラサントラルの 2 つの重要な時期、すなわち設立期 1973 年から 1978 年と、ミッション
























第 3節 ラサントラルの概要とその記録 
































第 2項 記録の特徴 


























表 1 ：ラサントラルの記録 





・Nell Tenhaaf, ‘ A History, or 
a Way of Knowing’ 






















（2000 年～2010 年） 
・ Roxsanne Arsenault « 10 







第 1節 設立のきっかけ 
ラサントラルの前身は、「フレイミング・エプロンズ（Flaming Aprons）」という女性たち
のクラフトグループが自分たちの作った作品を販売していた小さな店だった。多くの女性

























して、ギャラリーを立ち上げた。1973 年 5 月 20 日、メンバー8 名による最初の作品展「窓




作品展を開催したアーティストたちの寄付金により賄われていた（La Centrale, 1990, p.94.）。
また、ギャラリーのメンバーによって資金集めのためのグッズ販売なども行われていた。
1974 年になると、「ローカル・イニシアティヴ・プログラム（Programme initiative local：PIL）」、
カナダ芸術評議会（Conseil des Arts du Canada）などから、運営やプロジェクトに対する財政
的補助が出された（La Centrale, 1990, p.95）。 
そしてギャラリーが設立されて１年後、1974 年 5 月 24 日、ギャラリーの様々な活動は
「パワーハウス・ギャラリー＆スタジオ／ギャルリーとアトリエ ラサントラル・エレクト
リック（Powerhouse Gallery & Studio / Galerie et ateliers la Centrale Electrique）」の名のもとに
行われることになった。 
 









































第 3節 ギャラリーづくりとコミュニティの展開 
 このような女性アーティストたちが出会い、互いに高め合う場として誕生したギャラリ
ーの当時の様子を、1973 年から 1983 年までメンバーであったジョアンナ・ナッシュ

























漫さにあふれていた。（Nash, 1990, p.86） 
 
このような「長女たち」は、「母たち」に、ケベック人やユダヤ人が多く住み自由主義


































































































































第 5節 停滞期の評価 
ラサントラルは、1970 年代末以降、運営上の問題と社会状況の変化により停滞期に陥っ
ていたが、新しい舵取りによってその苦境を脱し、新しい地平を切り拓いていった。しかし、









































































ることが出来る。年表には 1990 年から 1999 年までの活動が掲載されている。この年表
は、二段組になっている。一段には、開催された作品展、アート・イベント、シンポジウ
ムが掲載されている。もう一段には、総会、理事会、企画部会の議事録から引用された














特徴として指摘することが出来る。①特に、1990 年から 1996 年まで、ラサントラルが「4
月 5 日連合（Société du 5 avril）」による活動の中核的役割を担っている。また、この活動
の中で、ラサントラルは 2 回の引っ越しを経験した。②次に、1996 年以降ラサントラルが
精力的に取り組んできたことは、最新テクノロジーの検討と導入である。③最後に、1990
年代の後半にかけて、1998 年から 1999 年のラサントラル 25 周年の記念行事の準備の中で
活動を総括する議論が始まった。 
 
① 「4 月 5 日連合」での活動 
 『テクスチュラ』に掲載された年表の「議事録のメモ」に最初に記されているのは、次
の 2 つである。 
  
4 月 5 日連合について総会に報告：実現可能性に関する事前調査が 1991 年末まで
に行われる。その目的は、関係団体、つまり、ダジバオ（Dazibao）、ダル-ダル
（DARE-DARE）、スコル（Skol）、ラサントラルの移転に関わる現実的な仮説








 この 2 つが、1990 年代の前半における、ラサントラルの中心的な取り組みであったと言




共同所有にして売りに出すことにしたからだった。「4 月 5 日連合」は、これらの 7 セン
ターが、共同でスペースを購入して、団体を設立し、運営することを目指していた。しか
し、最終的に、土地の共同購入は、財政的な理由で断念された。ラサントラルは、1996 年








ことが分かる。例えば、1991 年 4 月 30 日にはラウンド・テーブル「女性、アーティス
ト、女性移民」が開催されている（La Centrale, 2000, p.94）24。あるいは、1999 年には、
2000 年に行われる女性の貧困に抗議するパレード25への支持表明の手紙を送ることが決定
された（La Centrale, 2000, p.127）。 
 




月 28 日の総会の議事録、La Centrale, 2000, p.112）。そして、1996 年に「トランス・ミッ
ション」のプロジェクトが終了すると、引き続き、「新しいテクノロジーについての調査
を継続し、新たな繋がりを広げていくことが重要である」ことが確認された（1996 年 6 月
4 日の総会の議事録、La Centrale, 2000, p.115）。そこで、同年よりメディア・アートへの
対策を講じていくこととなった（La Centrale, 2000, p.129）。「社会の様々な場が作業媒体
の発展と、技術の「複雑化」に直接関連した根本的な変化を経験している」からである
（La Centrale, 2000, pp.129-130）。具体的な取り組みとして、機材を備えたメディア室を設
置し、メディアを使った創作活動（インスタレーションやビデオ・アート等）を行えるよ
うにした26。さらに、1998 年、臨時部会として、メディア・アート部会を設けることが総






























③ 25 周年に向けての総括 
 1998 年度（1998 年後半から 1999 年前半）は、ラサントラル設立 25 周年だった。そこ
で、1997 年からその記念行事の準備に向けた取り組みが始まった。1997 年 3 月 6 日の総
会の「議事録メモ」には、25 周年記念行事のテーマとして提案されたものが記されている











Centrale, 2000, p.120）。 
 また、「25 周年組織部会」のレジュメによると、25 周年の作品展企画は、基本的に
は、現在活動しているメンバーと旧メンバーたちに呼びかけることとした（日付なし、La 
Centrale, 2000, p.120）。そして、『テクスチュラ』の出版部会も立ち上げられた（総会の
議事録メモ、1997 年 10 月 8 日、La Centrale, 2000, p.120）。 
 こうした 25 周年記念事業に向けた動きのほかに、ラサントラルの規約の見直しも始め
られた（総会の「議事録メモ」、1997 年 5 月 28 日、La Centrale, 2000, p.120）。新たな規
約は、1998 年 6 月 16 日にメンバーによって承認された（総会の「議事録メモ」、1998 年




にした（総会の「議事録メモ」、1998 年 6 月 17 日、La Centrale, 2000, p.120）。 
  
第 7節  コミュニティの歴史の再認識と新たな展開へ 
 2000 年代のラサントラルは、組織的な変化を経験した。とりわけ重要だったのは、2007
年のミッション改正である。それに向けた動きは、2001 年から 2002 年にかけてラサントラ
ルが経験した「再会」から始まったと言える。ここでは、2007 年のミッション改正に至る










もう 1 つの記録は、2012 年に出版された『フェミニズム・エレクトリック』である。こ





による「活発な企画づくりの 10 年」（Arsenault, 2012）という論考が掲載されている。年表










ラルの活動の 1 つの軸であった。しかし、ラサントラルの改革が行われた 1990 年代に
は、25 周年記念の作品展を除いて、メンバーたちの作品展は行われていなかった。ところ
が、2001 年と 2004 年に、メンバーたちの作品展が行われることになった。そのきっかけ
を作ったのは、設立メンバーたちだった。 


















































































第 8節 コミュニティの展開を構成した諸要件 
 以上、設立から、2012 年までのラサントラルの活動の展開を、これまでラサントラルが
出版してきた記録におさめられた、ラサントラルの歴史に関する論考と、年表にもとづい
て記述してきた。それを年表としてまとめたものが、以下の表 2 である。表 2 の内容を分
析することにより、この 40 年にわたるラサントラルのコミュニティの展開を構成する諸















• 5 月 20 日～6 月 21 日 「窓／内側から（Fenêtre / From the Inside Out）」（ラサン
トラルの設立メンバー8 名による作品展の開催（1210 Greene Avenue, Westmount） 
• 10 月 「フレインミング・エプロンズ」の閉店 
1974 • ローカル・イニシアティヴ・プログラムの補助金を得るとともに、カナダ芸術評
議会などから、運営やプロジェクトに対する財政的補助を獲得する。 
• 5 月 24 日 パワーハウス・ギャラリー＆スタジオ／ギャルリーとアトリエ ラサ
ントラル・エレクトリック（Powerhouse Gallery & Studio / Galerie et ateliers la Centrale 
Electrique） 
• 8 月 引っ越し①（3738 rue St-Dominique） 
1975 • 大きいギャラリー＋小さなギャラリー 2 つのスペースで運営する。「小さなギャ
ラリー」のおかげで、外部のアーティストだけなく、メンバーや審査を通らなか
ったアーティストも作品展を開催できるようになる（1978 年まで）。 
1976 • 5 月 newspace の設置→閉鎖 
• 7 月 Powerhouse Performance Space （PPS）に入れ替わる。 
• 最初の理事会が結成される（決定権をもつ 5 名のメンバーによって構成される）。
月に一度メンバー全体の会合がもたれる。 
• カナダ芸術評議会から、ラサントラルの代表に支払う人件費の補助 8000 カナダド
ルを受給する。 
1977 • News Letters の刊行スタート（1983 年 6 月まで続く） 
• モントリオール市から事業運営のための補助金 3000 カナダドルが支給される。 
• ANNPAC/RACA のメンバーになる。 
1978 • PPS 閉鎖 
• 9 月 資料センターの設置 
• カナダ芸術評議会から事業運営費 4000 カナダドルが支給される。 
1979 • 初めてケベック州の文化事業省から、事業運営費として補助金 6500 カナダドルが
支給される。この年から、ラサントラルは、モントリオール市、ケベック州、カナ
ダ政府から補助金を受給する。 
1983 • ラサントラルの資料センターの資料を、アールテクストに寄贈する。 
1986 • ケベック州アーティスト・ラン・センター協会（Regroupement des centres d’artistes 
autojérés du Québec、以下 RCAAQ と略記する）のメンバーになる。 
1987 • 7 月 引っ越し②（4060 Boul. St-Laurent） 
  引っ越し③（205 Boul. St-Laurent） 
• 9 月 第一回総会 名称の変更 Powerhouse→Galerie Powerhouse 
1989  • 6 月 組織改革 
→２つの常設部会の設置（メンバー部会、多様領域部会）／総会は年 4 回開催さ
れることになる。 
• 9 月～ ラサントラル設立 16 周年記念イベントを開催する。 
1990 • 名称の変更 Galerie Powerhouse → La Centrale 
• 『定まらない－主体の問題』の出版 
• 4 月 5 日 「4 月 5 日連合（Sociéte du 5 avril）」が設立され、ラサントラルもメン
バーとなる。他に参加したアーティスト・センター：アルティキュル、ダル-ダル、
ダジバオ、ラサントラル、マン・フィルム、スコル、ヴォックス・ポピュリ 
1991 • 4 月 30 日 ラウンドテーブル「女性、アーティスト、移民」の開催 
• 11 月 引っ越し④ 279 rue Sherbrooke Ouest 
   引っ越し⑤ 311-D rue Sherbrooke Ouest 
1992 • 20 周年に向けた準備 
1994 • 春 昨年度受給していた助成金の終了→カナダ芸術協会の担当者と面会する。→




る。〔総会、9 月 28 日〕 
1996 • 4 月 12 日 『トランス・ミッション』出版 
ホームページ公開 
• 4 月 12 日～5 月 26 日 ラサントラルのアーティスト・メンバーによる作品展「ト
ランス・ミッション」 
• 4 月 14 日 シンポジウム「トランス・ミッション」 
• 夏 引っ越し⑥ 460 Ste-Catherine Ouest, espace 506  〔総会、6 月 4 日〕 
1997 • 25 周年に向けての準備を開始する。〔総会、3 月 6 日〕 
1998 • アーカイブ・プロジェクトの提案がなされる。設立から 12 年分の資料をコンコル
ディア大学に移管する。〔総会、6 月 17 日〕 
• 新しい規約が承認される。〔総会、6 月 17 日〕 
1999 • 1 月 9 日～2 月 21 日 作品展「オルディナトリス-コンピューターズ」 
• 2 月 20 日 ラウンド・テーブル「女性、サイバーアート、歴史」 
• 3 月 29 日 シンポジウム「オルディナトリス－女性アーティストたちと最先端テ
クノロジー」於マギル大学 
• 2000 年に開催される「世界女性パレード」への支持が承認される。〔企画部会、4
月 13 日〕 




2001 • 10 月 27 日～11 月 3 日 メンバーの作品展「サントレル・ウィーク 現在におけ
る過去」 ラサントラルのメンバーと設立メンバーの作品展 
• 11 月末 設立メンバーの作品展「パワーハウス－私たちは今」於 McClure Gallery 
2004 • 4 月 2 日～5 月 1 日 メンバーの作品展「レサントレル－道しるべになるもの」 




ョンについて再検討するための調査が 2 日間にわたり実施される。 
2006 • 男性の参加について、メンバーや、関係者に調査する。 
• ラサントラルのコーディネーターが RCAAQ の理事に就任する。 
2007 • 新しいミッションの承認 
• 改正された規約の承認 
2008 • 事業推進補佐を作品展のコーディネーターに変更する。 
• 「ジェンダー・アドヴォカシー 2110 センター」の協力で、ジェンダーとトラン
ス・アイデンティティに関するワークショップがメンバーを対象に開かれる。 
• 9 月 17 日～9 月 28 日 アートイベント「ジェンダー・アラーム！―今日のアート
における新たなフェミニズム」 



















② 資金の獲得 1979 年よりカナダ連邦・ケベック州・モントリオール市の３つの行政
府からの助成金の獲得／資金集めのための物販／資金集めのためのイベ
ント開催 ＊現在ラサントラルが助成金を受けている機関：モントリオ
ール芸術評議会（Conseil des Arts de Montréal）、ケベック芸術・文学評
議会（Conseil des Arts et des Lettres du Québec）、カナダ芸術評議会 
③ 組織・運営体制の確立
と整備 
1974 年 5 月 ギャラリーの公式設立 
1976 年 最初の理事会の結成 
1989 年 運営体制の改革 
1998 年 新しい規約の承認・施行 
2007 年 新しいミッション、規約の承認・施行 
































第 11章 ラサントラルにおける創造性 
第 1節 フェミニズム・アートの作品発表の場づくり 
 すでに見てきたラサントラルの活動において、女性たちの創作活動を支えるためにとら
れてきた方法として、次の 3 つの戦略を挙げることが出来る。 













られたため、財政的な問題もあって 2 カ月で中止せざるを得なかった。 









































の投票により決定される。毎回、約 130 から 150 の応募があり、その中から月替わりの作






























求」する「過程」として捉えている（Le comité de programmation, 1996, p. 23）。そしてこの
過程は、メンバーたちにとって、「アート実践に本来的にねざす孤独を打ちやぶり」、彼女
























ジェンダー、権力、 意味と感性に問いを投げかけるのである。（Gourlay et de 



















 作品展という、アーティスト自身がギャラリーの中に展開した 1 つのフェミニズム・アー
トの場は、そこから様々な意味を読み取り、あるいは批判し、そして自分なりの意味付けを
与えることを見る者に可能にするのである。例えば、フランシス・ロブソン（Frances Robson）
「古のダンスの記憶…（Souvenirs d’une dance ancienne…）」（1996 年 2 月 17 日～3 月 17 日）
を見てみる。この作品については、アーティスト自身による説明（Robson, 1996, p. 96）がな
されるとともに、ジェニファー・ゴンザレス（Jennifer González）という別のアーティストに




































































第 12章 ラサントラルの創造性を支える主体 






























れの作品にしゃべらせるままにした」（Le comité de programmation, 1996, p. 24）のであっ
た。1970 年代の「フェミニズム・アートのけたたましい革命性」とは異なり、1990 年代
末のラサントラルで展示された作品は、「時に容赦なく、時に優しいささやきのようであ




像の地平を広げることを可能にする（Le comité de programmation, 1996, p. 24）。 
 





信… （Émettre du silence…）」（1995 年 9 月 7 日～10 月 8 日）についてコメントをし合った
















belle Lurette）」という一連の作品（Régimbald-Zeiber, 2000）は、彼女自身が、「2 つの声をも
つテクスト」と呼ぶように、視覚的かつテクスト的であり、小文字や大文字、文字のさまざ
まなフォーマットや色を用い、時に一切句読点を挿入しないテクストを含んだ 9 編のテク
ストからなる。その中の「パ・ド・ドゥ（Pas de deux）」35という散文詩（Régimbald-Zeiber, 









2 は、ディスクールの具体性にとって好ましい状況を創る 1 つの方法、作品の論証
的な可能性を明らかにする 1 つの方法 
（…） 
2 は、第 3 の空間の創出であり、個性崇拝を沈黙に伏れさせる 








Zeiber, 2000, p.11）。 
 













（Gourlay et de Latbinière Harwood, 2000, p. 8）。すなわち、ラサントラルは「女性たちが、




































されるための影のスタッフとなりつつあった（Nelson, 2004, p. 29.）。しかし、「私たちは自分
たちで必要にあわせて船を変えることができるだけのたくさんの道具を持っているのだ」





る（といいなと思う）様々な夢とユートピアを、証言し伝えていく」（Bodmer, 2004, p. 52）
主体なのである。こうした、創造し、発信する主体としてのサントレルたちの集合体である























第 1節 『フェミニズム・エレクトリック』の特徴と構成 
 『フェミニズム・エレクトリック』は、ラサントラルの設立 40 周年を前に、2000 年か
























（WACK ! Art and the Feminist Revolution）」と、ニューヨークのブルックリン美術館で開催
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された「グローバル・フェミニズムズ：現代美術の新しい方向性（Global Feminisms :New 








A. L. シュタイナー（A. L. Steiner）によって企画展示された 「リディクルーズ



































 このルキットの批評に続く 3 つの論考は、「ジェンダー・アラーム！」を 3 つの角度か
ら照射している。まずテレーズ・サンジュレ（Thérèse St-Gelais）は、フェミニズム・アー
トにおけるパフォーマンス・アートに着目し、1975 年のマルサ・ロスラー（Martha 
Rosler）の「キッチンのセミオティック（Semiotics of the Kitchen）」から 2010 年のパフォ























































第 3節 記録に描かれたコミュニティ像 
 『フェミニズム・エレクトリック』の表紙のデザインは、シンプルだ（図 1 参照）。白
を基調にしており、ラサントラルのギャラリーの白い壁を思わせる。そこに、大文字で、
FÉMINISMES ÉLECTRIQUES と書かれている。一際目立つのが、紫、オレンジ、緑に塗ら
れた I である。ただ、これらの I の書体のために、一見すると不揃いの長さの縦棒のよう









 第 1 は、英語の第一人称単数の代名詞 I＝主体である。フランス語では、英語の I に相当
するのは je であるが、モントリオール市は英仏語のバイリンガル都市であり、ラサントラ
























   図１：表紙 










 図 2：裏表紙 
 
第 4節 記録のはたらき 
















































第 14章 今日的状況におけるラサントラルの創造性を支える学習 
第 1節 モントリオール市の文化政策（2005-2015） 
 すでに述べたとおり、ラサントラルは非営利目的の組織であり、公的な助成金を得て運
営されている。この助成金は、モントリオール芸術評議会（Conseil des Arts de Montréal、
以下 CAM と略記する）、ケベック芸術・文学評議会、カナダ芸術評議会から交付されて
いる。ここでは、特に CAM の方針に着目する。 


















 ところが、この CAM が目指す文化的多様性の実現には、次のような 3 つの問題があ













可欠だからだ。（Monrtréal, 2005, p. 2） 
 
 第 2 の問題は、CAM の言うモントリオール市の文化的多様性という概念が本来持って
いる意味に関わる。ケベックの政治哲学者、ダニク・パラントー（Danic Parenteau）によ













































































































































































第 1節 フェミニズム・アートのコミュニティの展開を支えた構造 






























































明されているからである。この表明は、さらに次の 2 つの点において重要であった。 























































は、こうした組織学習を支える 1 つの方法であったと言える。それは、記録が次のような 2
つの機能を持っていたことによって示される。 
 第 1 は、コミュニティの歩みを跡づけ、これからの展開に向けての方向づけを行う機能で














にラサントラルが出版してきた記録全体を相互の関係においてとらえると、1 つ 1 つの記録
が、ラサントラルのコミュニティとしての学習を跡づけるとともに、実践の展開を方向付け
ていたことを読み取ることが出来るのである。 
































































1 Lang Rosenberg, Avis (1978), « Women Artists and the Canadian Art World : a Survey », in 
Criteria, vol. 4, no. 2, Vancouver, p. 13-18. 
2 ビジュアル・アート（arts visuels）とは、「ビジュアル・アートのアーティスト、アー
ト・文学に関する職業従事者の職業的地位と、それらアーティストや職業従事者の配給者
との契約に関する法律（Loi sur le statut professionnel des artistes des arts visuels, des métiers 








協力者を得て（3,222 人中 1,220 人が調査への協力を承諾した）、収集されたデータから、
ケベック州には約 3,632 人のビジュアル・アートのアーティストがいることが明らかとな
った。調査対象者たちは以下の基準を満たした人びとである（Routhier, 2013, p. 2）。 
⚫ 2006 年 1 月から 2010 年 12 月 31 日の間に自らの負担でビジュアル・アートの作品を
少なくとも 1 つは制作した 








5 Pollock, Griselda (2007) « Des canons et des genres culturelles », Cahiers du Genre, n. 43, pp. 45-
69. Traduit de l’anglais par Séverine Sofio et Perin Emel Yavuz. 
6 本文中の説明からも明らかなとおり、ここで用いている「差異」は、「他との比較しての
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7 2013 年 3 月 19 日に訪問し（15 時 30 分～17 時）、教育・文化担当メラニー・ジラール
（Mélanir Girard）にインタビューを実施した。本インタビューは、日本ケベック学会留
学・研究助成金を受けてケベックを調査訪問した際に行った（2013 年 3 月 14 日～28
日）。 






11 第 8 章 2 節を参照のこと。 
12 同上。 
13 モントリオール現代美術館の改装開館記念として開催された作品展。 
14 « Closing of the flaming apron », Feminist Communication Collective, vol. 1, no. 5, 10/11 1973
（本文中でも述べた通り、ラサントラルの資料は、カナダのケベック州モントリール市の
コンコルディア大学によって収集・保管され、公開されている）。 
15 Elizabeth Bertoldi, Leslie Busch, Isobel Dowler-Gow, Margaret Griffin, Clara Gusche, Billie-Jo 








19 この記録は 1979 年に刊行された Fireweed (no. 3-4) から採録。 
20 原文の英語（Tenhaaf, 1990, p. 83）と、フランス語訳（Tenhaaf, 1990, p. 164）を参照して
翻訳した。 
21 「4 月 5 日連合」の結成は、『定まらない』に掲載されている年表の期間内の出来事であ
るが、この団体についての記述は、『テクスチュラ』にしか見られず、しかも、この団体
に関係するラサントラルの活動についての具体的情報は、この議事録メモからしか得るこ
とが出来ない。なお、「4 月 5 日連合」に関する資料は、ラサントラルから提供されてコン
コルディア大学に保存されており、組織の概略については、コンコルディア大学に所蔵さ
れているアーカイブスと特別資料の目録から知ることが出来る（Archives & Special 
Collections Catalogue, ‹http://concordia.accesstomemory.org/fonds-societe-du-5-avril›, 最終閲覧
日：2016 年 3 月 15 日）。 
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26 1996 年 10 月 19 日から 11 月 21 日にかけて、ラサントラルのこのメディア・ルームの公
開イベントとして、ビデオ「本当の女は、からかい好きの人間であるには、優しすぎる」
が公開されていた。このビデオは、ユーモアとパフォーマンスを取り上げており、Shawna 
Dempsey, Claudia Hart, Manon Labrecque, Sylvie Laiberté, Lorri Milan, Sheila Urbanoski によっ
て作成された。キューレターは、Elaine Frigon である（La Centrale, 2000, p. 116）。 
27 フランス語で、コンピューターは、通常、男性名詞で ordinateur（オルディナトゥー
ル）だが、ここでは意図的に女性形にされ、語尾を「-trice（トリス）」としている。 
28 Ordinatrices-Computers, Rac Davis (Toronto), instralation CD-ROM 
Marie-Christine Mathieu (Montréal), installation CD-ROM 
Arlene Stamp (Calgary), oeuvre murales et installation CD-ROM 
Commissaire : Francine Desgagnais (Montréal) 
29 McClure Gallery は 1974 年に設立された。現在、モントリオール市アヴェニュー・ヴィ





ーに基づく（2013 年 3 月 14 日 14 時～15 時、ラサントラル）。 
32 注 31 に同じ。 
33 1995 年から 1996 年にかけて、ラサントラルでは「トランス・ミッション」というプロ
ジェクトを立ち上げ、グループ展、出版、シンポジウムを企画していた。 
34 Nicole Brossard (1943-). ケベック州の代表的なフェミニスト作家である。 
35 「パ・ド・ドゥ」とはバレエのステップのことである。 
36 マノン・トゥリニー（Tourigny, Manon）、ステファニー・チャボット（Stéphanie 
Chabot）、ドミニク・ぺトラン（Dominique Pétrin）の対談（Tourigny, 2012）、レーナ・カズ
（Katz, Reena）とジュマナ・マンナ（Jumana Manna）の対談 （Katz, 2012）。 
37 オニャ・ホーガン＝ファインレイ（Onya Hogan-Finlay）とセミオ・テクスト社のクリ
ス・クラウス（Chris Kraus）の対談（Hogan-Finlay, 2012）。 
38 生物多様性は、地球上の多様な種が消滅の危機にさらされていることで、地球上の豊か
さ、生命のバランスが危機的状況にあることに警鐘を鳴らす文脈で用いられている概念で
ある（Parenteau, 2007, p. 135）。 
39 パラントーは、2001 年にユネスコで開始された「文化的多様性に関する条文の草案」に
関する議論からこの傾向が顕著になったと述べている（Parenteau, 2007, p. 136）。 
40 パラントーは、グローバリゼーションと区別してモンディアリスムを用いている。前者
は、「1970 年代末に西欧で始まり、世界的な貿易の自由化を通じて地球全体に新自由主義





                                                                                                                                                                  
現れる」（Parenteau, 2007, p. 138）。 
41 これは、2012 年 9 月 23 日時点にラサントラル公式ホームページ「教育活動」
（www.lacentrale.org/actions-educatives）を参照し、2013 年 3 月にラサントラルのコーディ
ネーターへのインタビュー調査（注 31 参照）によって確認した情報である。現在（2018
年 1 月 28 日時点）は、情報が更新され、新たな教育活動が提供されているが、それにつ
いては今後の研究課題とし稿を改めて論じたい。 
 














の生成過程について説明するとともに、CQC の学術的位置づけを整理する（第 16 章）。こ
こでは、1950 年代に誕生したコミュニティ・オーガナイゼーションの取り組みと、それに
よって誕生した専門職、コミュニティ・オーガナイザー（フランス語では organisateur 
communautaire, organisatrice communautaire だが、以下 CO と表記する）の形成を明らかにす
る。 
次に、今日的社会状況の中でのコミュニティ・オーガナイゼーションについて検討する
（第 17 章）。行政から要請されている CO の役割と、一方で CO が歴史的に培ってきた専
門性との葛藤の問題を、CO の実践記録から読み取る。その葛藤状況を明らかにすることに
よって、CQC の取り組みと記録が位置づけられているより大きな文脈をおさえる。 




































いて論及しておく必要がある。それは、第 1 に、CQC の前身であるケベック・コミュニテ
ィ・オーガナイザー連合（ROCQ）が、コミュニティ・オーガナイゼーションの専門職、CO
の自己教育の場として結成され展開してきたためである。第 2 に、CQC は、これまで、コ
ミュニティ・オーガナイゼーションというソーシャル・ワーク（フランス語では、travail social




















きく分けて 2 つの異なる視点によるものを見出すことが出来る。1 つには、コミュニティ・
オーガナイゼーションが今日 CSSS（Centre de sané et des services sociaux 、保健・社会支援セ
ンター）の中で行われていることから行政による社会支援の実践としてコミュニティ・オー
ガナイゼーションを位置づけた研究（Commeau et Favreau, 2008; Bourque, 1997 ; Doucet et 
Favreau, 1997）であり、もう 1 つは、市民の生活課題や地域課題を解決するための集団的ア
クションの実践としてコミュニティ・オーガナイゼーションを位置づけた研究（Lamoureux, 





ターニングポイントによって、次の 3 つの時期に区分されることを確認している。第 1 は、
1960 年代の「静かなる革命」によるケベック州の福祉社会化と地域開発の促進の時期、第 2
は、1972 年の社会福祉政策の転換による CLSC（Centre local de services communautaires、コ




























第 2 節 社会推進員の登場 
 1960 年代に入ると、ケベック州は主に 3 つの新たな問題に直面するようになった
（Commeua et Favreau, 2008, pp. 24-25）。第 1 に、社会的権利（droits sociaux）の問題、第 2


























を促す手段を意味していた（Baillergeau, 2007, p. 99）。BAEQ は、人文科学や社会科学を専
攻する学生たちを社会推進員として雇用しそのプロジェクトを実施したのであった。 
なお、モントリオール市の社会的活性化と BAEQ の社会的活性化は性格を異にしていた








第 3 節 公的機関の専門職、CO の誕生 
1963 年にモントリオール市で発足した市民委員会は、1969 年には同市内で 50 以上も活
180 
 
動していた（Bourque, 997, p. 60）。1970 年代に入ると、市民委員会は住民団体（groupe populaire）
と呼ばれるようになり、ケベック州全域に広まっていった。住民団体の組織化が、住民自治
にもとづく民衆教育に対する教育省（ Ministère de l’Education）の予算措置により、州レベ



















働いていた。しかし、この法改正以降、CO の多くが CLSC に雇用されることになる。そし
て、その雇用に当っては、社会支援やソーシャル・ワーク関係の高等教育機関や大学学部の
卒業資格は必須ではなくなり、他の専門分野を専攻した人々にも門戸が開放されるように







戦以降、好景気の続いていたケベック経済は、1973 年から 74 年にかけて石油価格の急騰の
ために危機に陥り、それまでの福祉社会政策の維持が困難になった。その一方で、生活保護
受給者が増加し、さらに市民からは社会福祉政策の拡充の要求が高まっていたのである










など、これまで地域の中で人材や資金が不足していた領域で展開された（Doucet et Favreau, 
1991, p.51）。これらの実践は、CLSC の CO と、「1970 年代に急速に多様化した住民団体と
の緊密な協同作業」によって実現したものであった（Doucet et Favreau, 1991, p.52）。このよ
うに、CO の専門職としての役割は、より一層高度で複雑なものとなっていったと言える。
このこともまた、CO あるいは CO 的な役割を担っている人々の力量形成を支える集団の組
織化が急がれた要因であると考えられる。 
 
第 4 節 CO の職員集団の形成 
CLSC の CO の職業的アイデンティティは、以上のような経験の蓄積によって徐々に明確
化していった。さらに実践者、ソーシャル・ワークの教育機関、ソーシャル・ワーカーの職
業集団、公的ネットワークのマネージャーなどが、CO の専門職化を支援した結果、1976 年
に共同協定（convention collective）において CO の機能が次のように規定された（Caumeau 






（Ministère de la Santé et des Services sociaux, 2012, II.18） 
 
 さらに、行政内だけではなく、多様な実践領域において、CO や CO と同様の役割を担う
人々の働きが重要になってくるにつれて、CO の継続教育の場として ROCQ が結成された。
1978 年に ROCQ がケベック州内各地のコーディネーターから協力を得て実施した調査によ
ると、CO あるいは雇用されて CO と同様の働きをしているスタッフは 492 人に上り、その
内の 13.6％が CO と自認していた。そうした人々が、自らを CO と認識する上での実践の内
容とは、「マーケティングとサービスの開発」、「ボランティア団体の調整」であり、「コ
ミュニティ・オーガナイゼーションに特有の実践、つまり、問題状況を生きる人々の積極的






ROCQ は CQC として結成し直されたのだった。 
 その一方で、1982 年のイギリスの『バークレイ報告書（Barcklay report）』に影響を受け
た社会事業省の新たな介入戦略の指針では、コミュニティ・オーガナイゼーションに関する





助者のネットワークへの依拠」という意味に変わったのである（Doré, 1992, p. 142）。その
結果、「コミュニティ・オーガナイザーは、専門職人事の責任者である公式な管理者の指示
の下で、副次的な経営者、ボランティア資源の貢献の調整役として行動するよう勧告され」




業省と CLSC の管轄となってコミュニティ・オーガナイゼーションは行政的に 2 つに分裂
することになった11。 
 こうした政策上の動きは、CO の職業的アイデンティティにも大きな揺らぎをもたらした。


















ョン支援者ケベック連合」（Regroupement québécois des intervenantes et intervenants en action 
communautaire en CSSS：以下 RQIIAC と略）である。RQIIAC は、「共同的省察と介入のた
めのツールを共有する場であり、保健衛生と社会支援のネットワークにおいてコミュニテ
ィ・オーガナイザーという職業を遂行する人々のための実践コミュニティ」（RQIIAC, 2010, 
p. 65）である。本研究で取り上げる CQC の前身である ROCQ が抑圧構造に関する分析を進
める過程で、意識化アプローチを展開し、その価値を共有する多様な領域の実践者たちのネ





第 17 章 新自由主義社会におけるコミュニティ・オーガナイゼーション 





CLSC は、CPE（Centre de la petite enfance、乳幼児センター）、家庭援助のための共同企業
や就労支援のために社会的参入企業や職業訓練センターを創設した。さらに、CLSC は、コ
ミュニティ経済の発展にとどまらず、女性や貧困層の社会的権利の擁護のための運動にも
関わってきた（Commeau et Favreau, 2008, pp. 32-37）。 
 しかし、2003 年 12 月、新たな法改正により、コミュニティ・オーガナイゼーションなら
びに CO の役割は大きく変わることになる（Commeau et Favreau, 2008, p.38）。「保健衛生
支援と社会的支援の地域ネットワークの発展を担う事業所に関する法律（Loi sur les agences 
de développement des réseaux locaux de services de santé et de services sociaux）」によって、ネ
ットワークの発展を担う事業所が地域公共事業機関に引き継がれ、さらに、95 箇所の CSSS
を創設した。CSSS は、CLSC、CHSLD（Centre hospitalier de soins de longue durée、長期療養
センター）と CH（Centre hospitalier、病院センター）を統合したものである（78 の CSSS に
対し、1 つの病院センター）。CSSS の役割とは、コミュニティ資源のコーディネーション、
地域の公衆衛生に関わる事業計画立案、様々な領域の支援者との協働、公衆衛生に関する州




関する取り決めに変わっている」（Bourque, 2008, p. 303）。 
 以上のような新たな文脈の中で、CSSS において CO が直面することになった特に深刻な







るようになったのである（RQIIAC, 2010, p. 20）。このような状況の中で、CLSC が行って
きた住民参加によるコミュニティ・アクションの実践について何も知らない経営者は、地域
の課題よりも経営課題を優先し、市民との協働によるアクションをなおざりにして実践の








第 2 節 CO 自身による実践の言語化 
CSSS で働く CO には、新たな組織体制の中で、これまでとは異なった働きが求められる
ようになった。それに加えて、世代交代の問題もある。2002 年時点において、ケベック州
では約 380 名の CO が CLSC で働いていたが、その 70％以上が 40 歳代以上であることか
ら、今後、公的機関における CO は大きく世代交代していくことになる。そのため、CO は、
CLSC のコミュニティ・アクションを通して培った実践知をどのように継承し、新たな文脈
の中でその知をどのように展開させるのかという課題に直面することになった。さらに、公
的機関である CSSS への企業的経営の導入は、それまで市民運動や CLSC が培ってきた市民
の集団的アクションによる問題解決の実践の価値、そうした実践を組織する CO の存在意義
を揺るがすものだった。それに対処するために、RQIIAC は、2010 年『CSSS におけるコミ
ュニティ・オーガナイゼーションの実践―RQIIAC の価値基準の枠組み』を出版した。同書
は、CSSS における CO の実践の制度的文脈とその特徴を整理して、CSSS におけるコミュ









書に収められたケベック州各地の 14 カ所の CSSS で働く CO による実践記録に記述されて
いる内容からも明らかである。これに関しては、次のようなものが挙げられる。 
 




























じたのは、私は地域の経験を伝え、ネットワークの 2 つの世代、つまり CLSC から











を促す「呼びかけ人」として働くことが出来たのである（Laforme, 2010, p. 101）。 

































地域、リムスキー・ネジェットの CSSS の CO）は、CO を「出会いの推進員」として認識し
ている。出会いの推進員は、会議の参加者各自が様々な知や懸念を共有し合い、「人々がよ
り心地よく感じることの出来る文脈へと物事を掘り下げる」ことを目指すのである
（Bélanger, 2010, p. 130）。このような CO が、「出会いの推進員」としての役割を果たすに
は、人びとのニーズを聴き取ること、さらに様々な地域リーダーや住民、コミュニティとの
協働によるニーズの把握や分析も不可欠となる（Lépin, 2010, p.109 ; Richard, 2010, p.135）。 
 
第 3 節 CO に求められる力と課題 
 CSSS における CO が実践している以上のようなコミュニティ・オーガナイゼーションは、
























不可欠なのである（Bourgeois, 2010, p. 114）。先住民の保留地クリに CO として入ったイザ





















徐々に増加する CO の職業的アイデンティティをめぐる議論が活発化し、ROCQ-CQC や

































第 18 章 CQC の概要と取り組み  






























第 1 節 CQC の概要 























第 2 節 研修 
































































団的な葛藤を意識することが目指されている。（CQC, 2011, p. 14.） 
 
 なお、このセッションは 2 部構成になっている。各ブロックにつき、研修が 3 日間行われ













（第 2 部） 







以上の 2 つのセッションは、CQC のメンバーが組織した支援団体で働くスタッフの研修




のニーズに応じて CQC で実施している他の様々な研修にも参加することが推奨されている。 
 
実践分析 














































第 3 節 実践記録 


























































模索する姿勢にも一貫して見られる。CQC の 2 番目の実践記録集『意識化の実践 2』は、民
衆運動における意識化実践だけではなく、多様な領域（民衆団体だけではなく行政による支
援も含む）における意識化実践の記録を収めている。 
また、1994 年から 2000 年にかけて、『意識化ノート』と題して、個別の実践の記録ノー




ことを目的として刊行されたのだった。1994 年に出版された 2 点は、『意識化の実践』に
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第 12 章 支援者たちの役割と振る舞い  
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え方からヒントを得て、私たちは、CQC は 30 年以上も前から、研修と書くという
活動を通じて、まさにケベックにおける意識化アプローチに基づいた省察的実践













の歴史の中で CO の組織化の始まりとして位置づけられ（Bourque, 1997）、また意識化とい















ントルー（Denise Ventelou）の記録「出発点―ある 1 つの闘い」（Ventelou, 1983）によって
運動の展開を見ていく。 
 
第 1 項 運動の発端 

















第 2 項 運動の展開、課題と戦略的アクション 
 以上のような当局の圧力に対して、生活保護受給者たちの権利と利益を擁護するために、
1974 年からは ADDSMM が、続いて 1980 年からはモントリオール地区社会的権利民衆組織

















護協会（Association pour la défense des droits sociaux、以下 ADDS と略）の取り組みをとりあ
げる。 
 
第 3 項 支援者の意識化のプロセス30 




















































第 3 節 学習のコーディネーターを育む実践の場 
















































第 3 項 学習の組織化の認識の転換 














































第 4 項 学習の場としての民衆新聞づくり 
 ドレたちによって組織された ROCQ は、様々な民衆運動の組織者たちが互いに学びあう
ことを通して自らの実践の展開を支えるコミュニティとして存在していた。民衆新聞『発言












































































第 20 章 意識化実践とフェミニズム 





























第 1 節 CQC における意識化の定義 
CQC の出発点となったのは、貧困層の権利擁護運動を支える従来型の民衆教育（知識人
たちが教師として民衆に対し知識を伝授する知識注入型教育）に対する問題意識だった









ながら、このような人間観と学習観を徐々に言語化していった（Ampleman et al.,1994, pp. 1-
8.）。 
 まず、CQC 設立の背景にある民衆層の権利擁護運動においては、当事者である民衆と運




































































































































以下にあげる例は、アンプルマンが 1972 年から 1981 年にかけて ADDSMM で行ってい
た、生活保護を受給する女性たちを対象とする、社会権保障の法律に関する学習会において





























フォアン（La Botte de foin：直訳すれば、干し草の束）」の実践記録から、一例を取り上げ
る（Leboeuf, 1983）。この記録の中で、CQC のメンバー、ルイーズ・ルブフ（Louise Leboeuf）
が、この共同林間施設の設立と展開について詳細に記述している。 
 この施設の建物は、レ・カントン・ドゥ・レスト（Les Cantons de l’Est）の自然豊かな環












































第 4 節 女性たちの多様な現実と意識化実践  



















あげる（Tremblay et Guay, 2012）。なお、ミシナクにおける意識化実践は、フェミニズム・













































に迫られて、先住民の領土を「保護」する役割を買ってでた（Lepage, 2009, pp. 21-22.）。し
かし、アメリカ独立戦争が終わり（1814 年）、毛皮交易が衰退すると、イギリスは先住民の
領土を求め始めた。イギリスにとって、先住民はパートナーではなく同化の対象となったの




























































日のケベック州には、先住民とされる人々が、約 14 万 2 千人いる（先住民とフランス系植
民者の間に生まれた人びとの子孫も含む）41。これらの人々が抱える深刻な問題は失業問題


















































































②  ミシナクの概要 
 このような意識化の道筋を歩んできた 2 人と、非先住民の仲間たちが協働して企画し立








（Tremblay et Guay, 2012, p. 47） 
 
ミシナクの企画は 2001 年に立ち上がり、施設の公的認可が下りたのが 2005 年、自然の
広場が購入されたのが 2009 年というように、約 10 年にも及ぶ取り組みである。そして今
なお、ミシナクの実践は展開し続けている。 






















































et Guay, 2012, pp.54-55）。また、彼女たちは先住民の女性たちの仲間の演劇衣装も刺繍した。

















































呼びかけたのである（Tremblay et Guay, 2012, p.53）。こうして結成された知恵の会のメンバ
ーたちは、ミシナクが「より良い「省察を実践する」手助け」をするために「あらゆる方法
で支え」、ミシナクがどんな困難な状況に置かれても、「方向を見失わないように助けてく







2002         アプローチの選択 
           （意識化のアプローチとホリスティック・アプローチ） 
 
2003         マニトゥシュク女性サークルの誕生 
           （先住民の女性のための居場所づくりのグループ） 




   活動の活発化（先住民の女性コミュニティの展開） 
   マニトゥシュク女性サークルによる活動や、演劇「ル・ミシュタ・アムン」の上演 
→先住民の女性たちが自身を表現する共同的な取り組みを通して、先住民の文化
を再発見し、自らのアイデンティティを再構築する。 




   世界女性パレード（フェミニズムのインターナショナルなネットワークの構築） 












































































































































































































































表 2 ：講習会「引き継がれる暴力？」の目的と流れ48 
 
次に、主観と客観の軸について考察する。ゴードローは、多くの参加者たちから「人格の





































































第 5 節 支援者たちの意識化を支える学習とフェミニズム 











































































たちの文化をネガティヴに捉えていることが明らかになった（Ampleman, 1987, pp. 191-192）。
例えば、自分たちのセクシュアリティに関しては、「開花：ポジティヴな経験；1 つのコミ
ュニケーション、交流、対話」、「避妊：重要、自由な選択」（Ampleman, 1987, p. 197）、
また、妊娠に関しては、「素晴らしい事、成熟、達成、計画され望まれ確信をもって行われ
ること、医療と新しい対処法の重要性」と書き込まれた（Ampleman, 1987, p. 197）。これに
対して、民衆層の女性たちに関しては、セクシュアリティについて、「タブー、義務、服従、
支配、身体的なこと」、「避妊：重視されていない、よく知られていない、正しく行われて

































































（Ampleman, 1987, p. 197）。 




















































































察の時間を促すメカニズムをとりいれることである。（Ampleman, 1987, p. 213） 
 





















































 そこで CQC では、設立当初からフェミニズムの研修を実施し、フェミニズムの観点から、
支援者として活動するメンバーの意識化を促した。まず、ADDSMM において、フェミニズ
ムの研修が実施され、民衆層の女性たちを対象とした社会福祉法に関する学習会が行われ
ていた（Touhchette, 2000, p. 26）。そこには、CQC の組織化の中心人物となる CO のアンプ
ルマンが参加していた。そして、1981 年に CQC の前身である ROCQ で、最初のフェミニ




の闘いと複数の闘い」（1983 年 5 月、ケベック市、ROCQ による開催）、「男女平等：雇
用と政治的アクション」（1983 年 11 月、ケベック社会主義運動との共催）、「女性に対す












るフェミニズムの 25 年』（Jochems, 2007）をもとに表 4 にまとめた。 
 
















2002 CQCの 25周記念会；フェミニスト・メンバーの貢献の承認（Jochems, 2009） 
2007 「ルレ－ファム」のサイト上で、「フェミニズムと意識化」という CQCのテクストとその分析の発信 




表 5：CQC のメンバーによるフェミニズムと意識化実践に関する記録 
ラヴァル大学大学院における CQC のメンバーによる修士論文 
Ampleman, Gisèle et Ronald, Duhaime (1986), Formation à l’intervention en périnatalité en 
milieux populaires（『民衆層における周産期支援に関する研修』）, Essai de maîtrise en service 
sociale, Université Laval. 
Bilodeau, Dominique et Suzanne, Dumochel (1987), L’exploration de possibles dans une 
articulation entre l’approche féministe et l’approche de conscientisation : regrouper des femmes 
anciennement hébérgées à la Maison des femmes de Québec （『フェミニズム・アプローチと
意識化アプローチの結びつきにおける可能性の探求―ケベック市女性施設元居住者の女性たちを組
織する』）, Essai de maîtrise en sciences humaines et sociales, Université Laval. 
Denis, Linda (1994), Une praxis féministe-conscientisante avec un groupe de femmes cheffes de 
familles monoparentales（『ひとり親家庭女性世帯主グループとのフェミニスト意識化実践』）, Essai 
de maîtrise en service sociale, Université Laval. 
Fleury, Lorraine (1987), Le café-rencontre du village. Une pratique féministe conscientisante avec 
des femmes de classe populaire en milieu rural（『村の出会いのカフェ―地方における民衆層の女
性たちとのフェミニズム意識化実践』）, Essai de maîtrise en service sociale, Université Laval.  
Lemieux, Denise (1993) Au carrefour du féminisme et de la conscientisation : une session de 
formation（『フェミニズムと意識化の交差点―ある研修セッション』）, Essai de maîtrise, Université 
Laval.  
出版物 
Barnabé, Jocelyne et al. (2001). Robe du millénaire. Une robe cousue de paroles de femmes, Québec
（『ミレニアムの装い―女性たちの言葉で縫われた服』）, Université Laval, Les Cahiers de recherche 
du Groupe de recherche multidisciplinaire féministe (GREMF). 
Denis, Linda (2003), L’intervention féministe conscientisante. Bilan des pratiques contre la 
violence faite aux femmes au Québec（『フェミニズム意識化介入 ケベック州における女性に対す
る暴力に対抗する実践の総括』）, Montréal, Relais-femmes.  
Jochems, Sylvie (2006), Introduction : féminisme et conscientisation au Québec. （『イントロダク
ション―ケベックにおけるフェミニズムと意識化』） 
Jochems, Sylvie (2007), Elles courent, les racines du féminisme. 25 ans de féminisme au Collectif 
québécois de conscientisation.（『彼女たちの奔走、フェミニズムの根の広がり。ケベック意識化グ
ループにおけるフェミニズムの 25 年』） 
Jochems, Sylvie, Emily, Bruton et Elisabethe. Coté (2009). Synthèse des sessions féministes des 




























































































第 21 章 小括：女性たちの意識化を支える視点とその実践を支えるシステム 
 1983 年に結成された CQC は、これまでに 3 冊の実践記録集と、13 冊の『意識化ノート』
を出版してきた。人々の集団的アクションの組織化を支えるために 30 年以上にわたって活
動を継続してきたこの集団は、2012 年に出版された最新の実践記録集において、自らを省
察的実践コミュニティとして捉えている。その CQC が、2000 年には、こうしたコミュニテ












第 1 節 意識化実践が育んだ省察的実践コミュニティ 
 上述したように、CQC は、今日自らを省察的実践コミュニティとして捉えている。この






























 こうした ROCQ の取り組みにおいて重要であったのは、意識化という実践的かつ理論的
なアプローチであった。そこで、CO たちの団体として結成された ROCQ が、職業的アイデ
ンティティに基づく集団であるにとどまらず、意識化を集団の中核的価値として認識する

















第 2 節 意識化実践とフェミニズム 






























































































































第 3 節 記録が描いた意識化実践を支える仕組み 












































































1 Doré, 1992, p. 134 における、L’Abbé Pierre, 1959, L’abbé Pierre parle aux Canadiens et aux 












の当事者自身である場合もあった（Baillergeau, 2008, p. 19）。 
4 なお、本研究では社会的活性化はソーシャル・ワークの概念として取り上げているが、これ
を成人教育の概念として位置づけている研究者もいる（Vallée,1988, Evolution des concepts et 




いる（Blondin, 1965, 1968）。 
6 なお、1971 年のケベック州社会事業省の文書によると、CLSC は地方では 1 万人につき 1 施
設、都市部では 3 万人に 1 施設が想定されていた（Doré, 1992, p.138）。 
7 フランス語では travailleur communautaire / travailleuse communautaire と言う。このコミュニテ
ィ・ワーカーは、大学準備課程、あるいはそれに相当する課程で養成教育を受けた人たちであ
る。コミュニティ・ワーカーは、事業の企画とコーディネーションではなく、事業の実施を担
う（Doré, 1992, p. 139）。 
8 1960 年代の市民委員会の社会推進員は、インターンシップに従事している学生たちであっ
た。 
9 住民の自治的な組織や市民活動団体、あるいは CSS（Centre des services sociaux、社会支援セ
ンター）に雇用されていた。しかし、CLSC の設置により、CSS における CO のポストは殆ど
消滅した（Doré, 1985, p. 213）。 
10 しかしながら、今日もなお、ケベック州では、社会支援の分野において CO が養成されてい
る。 
11 SEAPAC（Services éducatifs d’aide personnelle et d’action communautaire、人的援助とコミュニ
ティ・アクションの教育支援）は、自治体の学校委員会に吸収された。 
12 Daniel, C. (1987), « Des précision sur la notion de communautaire », dans AA. VV., Fais-moi signe de 
changement. Les actes du colloque provincial sur le développement communautaire. Victriaville : 
Corporation de développement communuataire des Bois-Franc inc. Cité par Doré (1992) p. 146. 
13 Centre de santé et de services sociaux の略。健康・社会支援センター 
14 保健衛生・社会支援省のホームページより矢内作成
（http://msss.gouv.qc.ca/sujets/organisation/en-bref/images/graph3-rls.jpg、最終閲覧日：2015 年 7 月
7 日）。なお、2015 年 8 月をもって、CSSS は廃止され、地域住民の健康、社会支援に関して
は、CLSC、CH、CHSLD、CPEJ（Centre de protection de l’enfance et de la jeunesse、子ども・若者
擁護センター）、CR（Centre de réadaptation、リハビリセンター）のミッションが、CISSS
（Centre intégré de santé et de services sociaux、健康・社会支援包括センター）、または 
CIUSSS（Centre intégré universitaire de santé et de services sociaux、健康・社会支援大学包括セン
ター） に統合された（http://www.msss.gouv.qc.ca/sujets/organisation/en-bref/gouvernance-et-
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organisation/reseaux-locaux-de-services、最終閲覧日 2017 年 9 月 5 日）。 
15 Centre de santé et de services sociaux – Institut universitaire de gériatrie の略であるが、これは「保
健衛生・社会支援センター‐老年病学大学研究所」のことで、2005 年に CLSC と IUG が統合
して設立された。2005 年以前より、シェルブルク区の CLSC は、シェルブルク大学の研究機関
や医療機関と連携した支援を提供していた。そこで、2003 年以降の法改正で CLSC が CSSS へ
と移行する際に、正式に両機関と関連諸機関を統合した。大学との連携により、研究、教育、
アウトリーチ活動、職員の養成・研修を実施している。（http://www.csss-iugs.ca/le-csss-iugs-en-
bref、最終閲覧日：2015 年 7 月 7 日）。 






17 この 2 つの研修については記録が残されている。まず、本研究の第 19 章で取り上げる
ROCQ の結成時に実施された意識化への働きかけの企画運営に関する記録（Doré, 1983, pp.101-
129）、その後 CQC で行われるようになった意識化への働きかけに関する記録がある（Barnabé 
et Brosseau,1994）。さらに、『ケベックにおける意識化の実践と理論』（2012）には、意識化
への働きかけと意識化の深化に関する記録が収められている（Denis et Duchesne, 2012, pp.196-
228 ; Denis et Duchesne, 2012, pp.230-263)。 
18 « Fiche d’inscription. Session : Sensibilisation à la conscientisation », http://www.cqc.qc.ca/0401_
sessions-activites_detail_sessions/formation/sensibilisation_a_la_conscientisation_inscription.pdf （最
終閲覧日：2015 年 7 月 10 日） 
19 « Session de la sensibilisation à la conscientisation », http://www.cqc.qc.ca/0401_sessions-
activites_detail_sessions/sensibilisation_a_la_conscientisation.pdf（最終閲覧日：2015 年 7 月 10 日） 
20 « Session approfondissement de la conscientisation Bloc I et Bloc II », 
http://www.cqc.qc.ca/0401_sessions-activites_detail_sessions/approfondissement.pdf（最終閲覧日：
2015 年 7 月 10 日） 
21 « Session analyse de nos pratiques. Questionnaire pré-inscription », 
http://www.cqc.qc.ca/0401_sessions-activites_detail_sessions/analyse_de_nos_pratiques_pre-
inscription.pdf（最終閲覧日：2015 年 7 月 10 日） 
































































































































                                                                                                                                                                  
activites_detail_sessions/analyse_de_nos_pratiques.pdf （最終閲覧日：2015 年 7 月 10 日） 
23 同上。 
24 13 冊すべてに共通の「まえがき（Avant propos）」からの引用である。 















29 当時は、1 カナダドルは約 300 円なので、この限度額は日本円で約 31500 円になる。 
30 ADDS の展開については、そこでの研修を組織していたジゼル・アンプルマンの実践記録を
参照した（Ampleman, 1983, pp. 42-43）。 
31 例えば様々な民衆団体が共同運営していた民衆の余暇の権利を保障するための林間施設は、
運動参加者とその家族の関係を再構築する場としても機能していた。この施設の展開に関して
は、ルイーズ・ルブフ（Louise Leboeuf）の実践記録がある（Leboeuf, 1983）。 





















に、意識の展開を 4 つの段階に分けている。第 1 段階は「従属的な意識」、第 2 段階は「反抗
の意識」、第 3 段階は「改革的な意識」、第 4 段階は「解放された意識」である。この段階区
分は、意識の状態の分類学として提示されているものではない。これは、「私たちが関与して
いる組織の内部で起こる様々な文化的変化をより公正にかつ批判的に観察するために作られた
ツール」である（Ampleman et al., 1994, p. 10）。 




                                                                                                                                                                  
を深めていくことにおいて、また戦略や仕掛けを組織し、可能性のある方法を見出し、共通の










39 この規定は 1985 年まで存在していた。 
40 当時の内務大臣ダヴィッド・レアード（David Laird）は、「インディアンを、未成年者、あ
るいは白人として扱うべきである」と述べた（先住民に関する王立審議会報告書、1996 年）。




る。2011 年の国勢調査では、140 万 685 人が先住民族としてのアイデンティティをもってい
る。これは、カナダの全人口の 4.3％にあたる。ケベック州には、先住民としてのアイデンティ
ティをもつ人々が約 14 万 2000 人いるが、これはケベック州の人口の 1.8%にあたる。カナダ全
体で、ファースト・ネーションズは約 85 万 1000 人、メイティは約 45 万 1000 人、イヌイット
は約 5 万 9000 人である。ケベック州には、ファースト・ネーションズは約 8 万 2000 人、メイ
ティが約 4 万人、イヌイットは約 1 万 2000 人居住している。 
42 これらは、2002 年、ミシナクの目的を実現していくために、設立者たちによって採用された
アプローチである（Tremblay et Guay, 2012, p. 49）。 






ト（Pierre Turcotte）（Tremblay et Guay, 2012, p. 69）。 
45 ハンス・キュンクによれば、5 世紀にアウグスティヌスはアダムの堕落に関するラテン語訳





的なものと捉えていた（キュンク、2016、pp. 64-66）。このような 5 世紀のアウグスティヌス
の考え方は、19 世紀になってもローマ教会によって、文字通りアウグスティヌスの言葉を引用
して発せらている。それが、本文中で引用した、教皇レオ 13 世による 1885 年の回勅『インモ
ルタール・デイ』の中の言葉である（キュンク、2016、p.160）。この考え方は 20 世紀半ばに
なっても、「カトリック的
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ローマ的







れた後の 1965 年である。 
47 ジョンクション・プール・エルの公式ホームページ http://jonctionpourelle.com 
48 Gaudreau, 1994a, pp.2-3 をもとに矢内が作成した。 
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49 1980 年代のケベックでは、社会福祉への予算が大幅にカットされ、生活保護の減額だけでは
なく、職員の人件費の削減、それによる過重労働なども問題となっていた。 
50 Ampleman, 1987, pp. 183-184 により矢内が作成した。 
51 フォト・ランガージュとは、写真を用いた共同省察の方法である。このセッションでは、
「参加者たちの間で自覚を促し貧困に対峙する各々の経験を見出す」（Ampleman, 1987, p. 
186）ように働きかけるねらいで用いられている。用意された約 40 枚の写真の中から、参加者











53 この表は、ジョシェムが作成した表（Jochems, 2012, p.32）に情報を追加し作成した。 
54 この共同実践の経験から明らかになった女性たちの抑圧状況について、第 20 章第 2 節で触
れいている。この共同実践の記録の概要に関しては、注 40 を参照されたい。 
55 この実践に記録については、第 20 章第 5 節第 1 項を参照されたい。 
56 この実践の記録については、第 20 章第 4 節第 1 項を参照されたい。 
57 これについては、第 20 章第 5 節第 3 項で取り上げたジョシェムの記録を参照されたい。 


































略記 日本語訳 初出頁 
ROCQ ケベック・コミュニティ・オーガナイザー連合 p.22 
CO コミュニティ・オーガナイザー p.171 
CSSS CSSS におけるコミュニティ・アクション支援者ケベック連合 p.173 
CLSC コミュニティ支援地域センター p.174 
BAEQ ケベック州東部整備局 p.175 
RQIIAC CSSS におけるコミュニティ・ アクション支援者ケベック連合 p.179 
CHSLD 長期療養センター p.184 
CH 病院センター p.184 
CPE 乳幼児センター p.184 
ADDSMM モントリオール都市部社会権擁護協会 p.188 
ADDS 社会権擁護協会 p.200 






































ムを軸とした 2 つの実践コミュニティの学習プロセスを分析するための 3 つのアプローチ
について先行研究を整理しつつ論じた。 













































































 以上の問題構成をふまえて行った本研究の意義は、次の 3点に集約される。 
 第 1 に、本研究は日本の社会教育学研究の中で展開されてきた女性問題学習研究の方法
論を用いて、ケベックにおける実践コミュニティの学習構造を明らかにしたことである。 






 第 3 に、実践コミュニティの展開にとって記録が果たしてきた役割とその働きを明らか
にしたことである。 










































































































































年に CLSC で働く CO たちの集団として RQIIAC が結成された。 
第 17章では、1990年代以降、企業的経営がコミュニティ・オーガナイゼーションに導入




























































































第 3 は、学習の展開を長期的な視点と、女性たち 1 人ひとりが持つ人生の時間軸の中で捉
える視点である。 
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